
富山・高岡の歴史と前田利長
ガバナンス６期 柏倉

※高岡市観光ポータルサイトより



北陸地方（福井・石川・富山・新潟）は古代期は「越（高志）の国」
と呼ばれ、ヤマト政権に対抗しうる勢力が存在し、海上交易を行
いながら強盛を誇ったと推定されている。



・その後、越の国は「越前・越中・
越後」に三分され、さらに能登・
加賀が分離した。

・越中国の政治の中心地である
「国府」は現在の勝興寺（高岡市
）の境内にあったと推定されてい
る。



・著名な万葉歌人・大伴家持
が越中守として赴任した時期（
746～751）の越中は能登半島
も含めた広大な区域を管轄し
ていた。

・そのため、大伴家持は越中
の長官として能登半島も精力
的に視察していた。

（高岡市万葉歴史館展示より）



・中世に入り、武士政権が誕生すると、越中の中心は守護所が
置かれた放生津（射水市）に移ることになる。

・15世紀末に室町幕府第10代将軍・足利義材（よしき）が政変で
失脚したのち、京都から放生津に逃れ「越中公方」と呼ばれた。
（その後将軍に復帰し「義稙」と改名する）

・新湊観光船の音声ガイドで、「この時期、富山が日本の政治の
中心地だったのです！」と紹介していたのが印象的だった。



・戦国時代の北陸地方は、浄土真宗（一向宗）の一揆の勢力が
強く、加賀は「百姓の持ちたる国」と呼ばれるほどであった。
・越中では勝興寺（高岡市）が真宗の中心寺院となった。勝興寺
の本堂は京都の西本願寺の本堂を模しているといわれている。
（写真左：勝興寺、右：西本願寺（Wikipediaより））



・戦国時代末期になると前田利家・利長父子が台頭する。
・利家（写真左）は豊臣秀吉の古い友人であり、利長は織田信長の
娘婿となるなど、人間関係をフルに発揮し、加賀・能登・越中３か国
の太守となるなど破格の出世を遂げた。
・利長は家督相続前は富山城主であり、晩年も高岡城に隠居する
など越中との関係が深い。



・前田利家・利長父子は徳川家康の対抗馬として期待されたが、結
局、一度も徳川氏に反抗することはなかった。
・それでも豊臣家滅亡につながる大坂の陣は利長没後わずか半年
後に勃発しており、家康は利長を相当に警戒していたようである。
・利長の後継者となった弟利常（加賀藩第3代藩主）は年の離れた
兄への敬慕の念が強く、菩提寺や墓は壮大なものとなったという。
（左：瑞龍寺（利長の菩提寺）、右：前田利長墓）



・利長はもともと富山を居城としていたが、強風で火災が頻発した
ことから、軍事的要地である高岡に新たな隠居城を築いた。
・利長は城下町に鋳物師を招いて鋳物づくりを奨励するなど、そ
の後の高岡繁栄の基礎を築いた。

・利長没後、幕府の一国一城令により高岡城は廃城となったが、
高岡は前田家の「商都」として残された。
・高岡の伏木港は日本海航路（北前船）の要でもあった。

（高岡市伏木北前船資料館
展示より）



旧加賀藩域は廃藩置県後に再編を繰り返し、巨大な「石川県」が誕生したが、予算
配分を巡って加賀・能登出身議員と越中出身議員の激しい対立が続いた。
風土・人情の違いもあって分県を求める声が強まり、1883年5月になって越中全域
からなる富山県が誕生して現在に至っている。



前田利長について考える



・父利家は戦国武将としては珍しく算盤を常に携行す
るなど経理感覚にも優れ、財力を蓄え、豊臣政権末期
の「五大老」では徳川家康に次ぐ地位にあった。
・利長も戦国武将としては珍しく教養があり、彼が命名
した「高岡」は中国の古典『詩経』に由来する。
・利長着用の「銀鯰尾兜」は高さが127cmもあり、非常
に奇抜で自己主張の強さがうかがわれる。

左：全国珠算教育連盟ホームページより

右：富山市郷土博物館・博物館だより第13号より



瑞龍寺住職・四津谷道宏さんは、

利長公に天下取りの野望はなかった。
その証拠は前田家の家紋「梅鉢紋」。

梅の紋は天満宮で知られるように、前田
家は菅原道真を先祖とした。

当時は、源氏の血を引くことが征夷大将
軍の条件と考えられており、将軍への野
望があれば菅原氏の末裔であることを示
す梅紋は用いることはない。

と明解に解説されていた。
利常以降の前田家については、概ね妥当な見解であると思うが、
少なくとも利長は秀吉から拝領した「羽柴」の名字を終生名乗り続
けており、高岡築城も対徳川の軍事拠点であることから、利長には
徳川への対抗意識が十分にあったのではないか。



最後に・・・

・前田利長は強い自己主張の持主で徳川への対抗心もあったが、
遂に天下を取りに行くことはなかった。

・彼の生き様は、豊かでポテンシャルを持ちながら現状に満足して
しまい、全国的な観光振興の流れに乗り遅れた（かのように見える
）富山県（高岡市）の姿と重なる。

・人口減少に直面して行政関係者は強い危機感を抱いていたが、
住民参加を工夫して、地元を盛り上げることができれば成功する可
能性は高いと感じた。

・富山県（高岡市）の今後の巻き返しに注目したい。



ご清聴ありがとうございました
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